
サステナビリティ管理シート2025

当社取り組み 取り組み事項 2025年度　取り組み実績
SDGs
との
関連性

  資源循環対応、環境に配慮したモノづくり ⽬標︓2050年　カーボンニュートラル達成を⾒据えた計画的なCO2排出量の削減
１．省資源・省エネルギー
　１）温室効果ガス排出量の削減
　　　・ ムダ削減︓６つの⼼得を実践
　　　　（ヤメル、ナオス、トメル、サゲル、ヒロウ、カエル）
　　　・ 再⽣可能エネルギーの導⼊
　　　・ 省エネ性能トップランナー機器への更新
　　　・ 建築物省エネ（遮熱、換気等）に改修
　　　・ エコカー（HV、PHV、BEV）を導⼊
  ２）省資源化につながる継続的改善の推進
　　　・ 原価改善活動による主材料、副資材、
　　　　消耗品の低減、設備稼働率ＵＰ、⼯法改善等
　　　・ 品質改善活動の推進による⼯程ロス削減
　　　・ システム化によるペーパーレスへの取組み
２．廃棄物削減
　１）廃棄物社会循環⽐率の向上
　　　・ ３R活動（有価物化を含む）の推進
　　　　　　Reduce︓廃棄物の発⽣抑制
　　　　　　Reuse︓部品等の再利⽤
　　　　　　Recycle︓原材料としての再利⽤
３．環境に配慮した調達
　　 ・　エコマーク付きの商品（備品・副資材）の採⽤
　　  （2025年度開始、2024年度⽐５％の採⽤増、その後も同様）
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⽬指すは「電動パワートレインにおける、究極のエネルギーマネジメント技術の向上」
EV等電動⾞向け⾼機能製品の開発と量産化
・電流センサーの開発促進による⼆輪バイクへの⽤途拡⼤
・電流センサー既存製品の軽量化、低電⼒化によるEV電動⾞の省エネ化
・「フォーミュラE」への電動部品供給を通じ、⾃社のEV技術の鍛錬
・バスバーの量産（広瀬、菊池、アメリカその他国内外拠点）によるEV電動⾞の省エネ化
・⻑尺、フレキシブルバスバーの製品拡充による⾞輛の軽量化
・マグネットワイヤー（EV⽤モーターの効率UP製品）の開発拡販による省エネ化
・⾃動⾞ヘッドライト⽤LED素⼦関連の量産化による省エネ化
・グリーンスチール（CO2フリー材）の採⽤検討開始
・再⽣可能エネルギー活⽤の継続推進（既存の太陽光発電導⼊推進に加え、
　次世代型太陽電池であるペロプスカイト導⼊に向け検証開始）

・2030年電動化商品+新製品売上⽐率50％（/⾃動⾞部品総売上⽐）以上に向けた営業活動
　2025年度取組み
　・検討案件増加活動
　　⽬標達成率103％
　・ドイツ展⽰会出展
・銅・アルミ材の塑性加⼯技術の確⽴への取り組み
・協業先との協⼒による新技術、新製品の導⼊

放置⽵林を原料としてクリーンプロセスで製造した「⽵炭」の応⽤品の開発と提供による
Co2排出量削減
・スクリーンインキ（塗料⽤⽵炭）の開発
・キャパシタ
・過熱⽔蒸気炉の開発（CO2)

放置⽵林を原料としてクリーンプロセスで製造した「⽵炭」の応⽤品の開発と提供によるCO2排出量削減
　・CO2低排出を可能とする⽵炭 市場流通量 前年度⽐50％UP
　・⽵セルロース︓ 開発品の改良が⼤きく進展し、サンプル販売可能な⽔準に到達
　・賦活効率を向上させた⽵炭を製造する過熱⽔蒸気炉の新規開発が進展
　・3Dプリンター⽤フィラメント、ペレットの試作がラボレベルで可能となり、開発が⼀段進展
　　実⽤化に向けた改善を継続中

産業機器や発電システム等の新たな市場に向けた電動化関連製品への参⼊と受注拡⼤
による省エネ化
・インバーター⽤電流センサー

・新たな市場に向けた電動化関連製品への参⼊
　急束充電器⽤の電流センサー
　電動船外機⽤磁気式電流センサー
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・⾃動⾞安全関連製品の⾃動機導⼊による量産開始による増産、拡販
・海外安全規制強化による対応製品の新規製造、販売開始

通信関連事業の拡⼤を通じた社会インフラの充実 通信関連(光通信コネクタ、光通信アダプタ)の事業規模拡⼤によるネット社会の利便性向
上への貢献

・次世代光コネクタライセンスの取得とそれらの製品展開、また、⾼密度実装・⾼速広帯域通信を可能にする⾼い信頼性のある
　製品を開発・製造・供給する事により、 成⻑するハイパースケール市場参⼊の更なる推進を実現し、通信関連（光通信コネクタ、
  光通信アダプタ）の販売拡⼤

   すべてのステークホルダーの⼈権に配慮した事業活動を推進 ⼈権に関わる国際規範や各国の法令および思想について役員・従業員で理解を深める ・職場会議にて当社グループ⾏動規範の読み合わせ、周知
・委員会事務局にて⼈権を専⾨分野とする弁護⼠によるレクチャーを受講
・経済産業省「⼈権DD負の影響特定・評価シート」を本社をパイロットケースとして試⾏

 ⾼齢化社会への貢献 歩⾏⽀援ロボット等を通じた健康寿命の延伸への貢献 ・オルソボット「歩きたい」という願いに対して、ハード⾯だけでなくサービス・ソフト⾯からも⽀援
・EMS⽤関連製品の販売拡⼤

・オルソボット使⽤者拡⼤を⽬的に、簡易に取り付け可能な装具の開発を⽬指す
　2025年度実績︓短下肢装具⽤オプション品の開発が完了し商品化を実現
　現⾏使⽤⻑下肢装具との⽐較で、重量⽐▲27％・装着時間▲60％を実現
 　　　　　　　　　　　（重量︓1.74kg→1.27kg、装着時間︓5分→2分）
・遠隔リハビリに関する選考実証試験を完了、取得データをベースに機能改善中
　過疎地における医療機関や理学療法⼠の不⾜といった課題解決に貢献
　モデルケースとなる新たなソリューションの構築を⽬指す

従業員エンゲージメントの向上 ・全部署がアクションプランを策定し、職場環境を継続的に⾒直す
・有給休暇の取得促進
・管理職の多⾯評価

・全部署がアクションプラン策定し、その内容に基づき職場環境改善
・有休取得率80.0％
・管理職の多⾯評価を実施
・エンゲージメント　中期計画数値⽬標達成

・DEIの推進 ・多様な⼈材が活躍できる環境の提供
・⼥性活躍に関する研修の実施
・次世代⾏動計画達成に向けた職場環境の整備

・⼥性リーダー研修の提供
・ファミリーサポート休暇の導⼊
・厚⽣労働⼤⾂認定「くるみん2つ星」取得
・所属⻑向け⼥性活躍研修会を実施

・チャレンジングな⼈財の育成 ・次期管理職候補を育成するための役職を設置
・「変える」「変わる」を推進する⽬標管理の導⼊

コーポレートガバナンスの充実 コーポレートガバナンス・コードの対応⽅針に沿った各業務の実施
　１）IR活動の強化
　　　・ 個⼈投資家向けWEB説明会の開催
　　　・ ニュースリリース等、情報発信の拡充
　２）中期経営計画の進捗管理・実現推進

・有価証券報告書でのサステナビリティへの取り組み開⽰
   上場基準に合わせた記載内容を社内で検討し、開⽰
・ガバナンスサーベイへ回答
　 外部機関からのフィードバックを受け、当社の現状と課題をサステナビリティ委員会にて確認
・取締役会実効性評価の実施
　 取締役会にて今年度課題と課題に対する取り組み状況を再確認し、
　 取締役会実効性評価アンケートを実施　対象:全取締役
　１）IR活動の強化
　　　・ 6⽉に24年度決算内容および中期経営計画について
　　　　機関投資家向けにWEB説明会を開催
　２）広報活動の強化
　　　・成⻑分野の新製品（通信関連（光通信コネクタ、光通信アダプタ）、電流センサー）
　　　　のプレスリリースや新聞・テレビ取材対応実施

・安全・品質の向上 安全
 1）グループ 労働災害 ”ゼロ"
 2）グループ ⽕災発⽣ ”ゼロ”

品質
１）品質保証体制の充実
　　・顧客満⾜度の向上の取り組み
　　・IATF16949の仕組みを取り⼊れた活動
２）グローバル品質の維持向上
３）品質教育強化
４）技術およびノウハウの伝承

  コンプライアンス・リスクマネジメントの徹底 コンプライアンス体制の整備・運⽤
　　　・ 「ホットライン規程」グローバル対応
　　　・ コンプライアンス教育の実施
リスクマネジメント体制の整備・運⽤
　　　・ リスクマップの整理・更新
　　　・ 重点課題への対策

コンプライアンス体制の整備・運⽤
　・海外の個⼈情報保護法に則ったホットライン通報ルートの整備
　　整備対象とな適切な範囲の再設定、再定義を⾏った
　・コンプライアンス啓蒙活動を継続し、全従業員に対する教育やコンプライアンス強化週間を実施
　・e-learningにて「⾏動規範」教育と「コンプライアンス宣誓書」の取得を実施
　・コンプライアンス強化週間にて以下実施
　　コンプライアンス委員⻑メッセージの発信
　　強化週間ポスターの掲⽰
　　コンプライアンス通信特別号の配信
　　⽇ごろの⾏動13のチェックリスト配信による⾃主点検の実施
　・管理職対象にe-learningにてコンプライアンス講習を実施

リスクマネジメント体制の整備・運⽤
　・リスク管理委員会の開催
　・リスク管理委員会での審議内容を経営層へ報告・連携

・情報セキュリティ・サイバーセキュリティへの対応 １）機密情報の管理体制強化
２）情報セキュリティ・サイバーセキュリティ事件・事故対応体制の強化
３）情報セキュリティ・サイバーセキュリティ教育の実施

１）機密情報の管理体制強化
　　①守るべき情報資産（重要機密情報）の特定調査 実施
　　➁「サイバーセキュリティ対策規程」の対象⼦会社整備
　　➂サーベイの実施
　　　・国内外グループ会社対象に「グループ情報セキュリティ基本⽅針」遵守状況調査を実施
　　　・本社各課を対象に情報セキュリティチェックシート調査を実施
２）情報セキュリティ・サイバーセキュリティ事件・事故対応体制の強化
　　　・「グループ情報セキュリティ基本⽅針」に、関係部署と協働してサーベイを実施する旨を追記
３）情報セキュリティ・サイバーセキュリティ教育の実施
　　　・サイバーセキュリティ教育の実施
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 気候変動への対応 ⽬標︓2050年カーボンニュートラルを⾒据えた2030年CO2総排出量の40%削減(2021年度⽐）
１．省資源・省エネルギー
　１）CO2排出量の削減
　　　　・サンコールグループCO2排出量　削減実績
　　　　　 前年度⽐ 1.5％削減
　　　　・サンコールグループ太陽光発電 CO2排出量　削減実績
　　　　　 前年度⽐ 5％削減
　　　　・CO2フリー電⼒の購⼊
　　　　・省エネ効果のある空調設備更新による電⼒消費量削減
　　　　・⽣産⼯程⾒直しによる燃料使⽤量削減
　　　　・⼀部社⽤⾞をHEVへ更新
　　　　・⽣産設備更新による電⼒使⽤量削減
　２）省資源化につながる継続的改善の推進
　　　　・梱包荷姿の⾒直しによる、梱包材の使⽤量削減
　　　　　⼀箱当たり単価︓27％減少、原単位︓前年度⽐15％減少
　　　　・電⼦化によるペーパーレス化の推進
　
２．廃棄物削減
　１）廃棄物社会循環⽐率の向上
　　　　・裏紙利⽤の推進による、コピー⽤紙の使⽤枚数削減
　　　　・塗装カス、廃粉のリサイクル化
        ・⽣産設備改善による廃潤滑剤使⽤量の削減

３．環境に配慮した調達
　　　 ・事務⽤品エコ化推進活動への取り組み開始

技術の開発・応⽤による課題の解決
（社会・顧客）
　EV製品、⽵炭応⽤品の開発・提供によるCNへの貢献
　環境負荷を低減する製造ラインの採⽤
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安⼼できる社会⽣活への
貢献

モビリティ安全性向上に向けた製品貢献 ⾃動⾞予防安全、衝突安全の機能向上に寄与する製品の開発と供給
・EV向けブレーキ関連製品（横揺れ防⽌、ブレーキユニット（ABS含む））
・EV⽤パワーリレー関連製品
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⼈的資本経営の推進

・担当客先/製品深堀発表による営業部⾨員の知識均等化（4回/年）
・次期管理職候補を育成するための係⻑職を設置
・「変える」「変わる」を推進する⽬標管理シート導⼊
・若⼿社員向けキャリアデザイン研修を実施

   社会とのコミュニケーションの促進、地域との共存 地域・社会・パートナーシップとの共存
　１）各種環境⾏事の実施及び参加
　　　・ ⼯場周辺の美化運動の実施
　　　・ 環境保全への広報活動の実施
　　　・ 地域協議会､連絡会等への参加
　　　・ 地域防災活動への参加

・⼯場周辺の美化活動の実施（１回／⽉）
・河川美化活動
　京都地区︓御室天神川の清掃
　豊⽥地区︓⽮作川の清掃
・地域協議会、連絡会等への参加
・地域団体および⾏事への協賛
・地域防災活動への参加
・京都ハンナリーズスポンサー
・献⾎活動への参加
・近隣⼩学校の児童による当社⾒学を実施

企
業
経
営

持続的成⻑を⽀える
企業経営の実現

安全
 1）グループ 労働災害 ”ゼロ"
　　・安全⼈間づくり / 災害分析︓危険予知不⾜が⼤半であることが判明
　　　　① ⼀⼈KYカード配布による災害リスクの確認
　　　　② リスクアセスメント活動推進による危険意識の向上
　　　　③ 安環パトロールによるリスクテイキング起因による災害の抑制
　　　　④ 体感道場教育による危険予知⼒向上 及び 指差し呼称、⼀呼吸活動を指導
　　　　⑤ 7つの基本⾏動の周知による安全意識向上
 2）グループ ⽕災発⽣ ”ゼロ”
　  ・⽕災減災活動
　　　　① 未然防⽌︓防⽕管理設備点検による異常状態の早期発⾒を継続
　　　　② 防⽕チェックシート︓油槽⽕災が発⽣する設備 および　ダクト等の定期点検

品質
１）品質保証体制の充実
　　　① 三本柱活動 “予防・確認・遵守” 定着化
　　　② 不具合発⽣部署⽀援
　　　③ 協業先の品質改善
２）グローバル品質の維持向上
　　・品質マネジメントシステム改善活動
　　　　① FMEA、QC⼯程表等の改善
　　　　② IATF要求事項をISOへ落とし込み
　　・3本柱チェックシートを⽤いて各部署弱点項⽬をピックアップ
３）品質教育強化
　　　①FMEA教育
　　　②管理図教育
　　　③なぜなぜ教育
４）技術およびノウハウの伝承
　　・基準や判断等、⽂書化による暗黙知の可視化


